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3,000ｍ級の北アルプスと、そこから流れ出る急流河川が作った広大な扇状地をもち、その先に富山湾が広がっている。
富山湾は海岸から急激に深くなり、海岸から20kmあまりで水深1,000mを超えており、そこに500種を超える魚介が
住んでいて「天然のいけす」と呼ばれている。
わずか数十キロの間に4,000mもの高低差をもつ稀有な地形。

高低差4000ｍの富山













射水市は県内で人口に占める外国人割合が最も高い。
令和5年１月末の外国人数３，０３２人、人口に占める割合３．３１％（射水市人口91,３２８人）
パキスタン、バングラデシュといったムスリムの人も多いのが特徴。
射水市×パキスタンでイミズスタンとも呼ばれている。















富山県での多文化共生推進
プラン策定は2007年
2012年に改訂
外国人材活躍の観点を盛り込み
新たに策定されたのが2021年





毎年2月に富山県外国人材活躍・多文化共生推進連絡会議が
開催されている。今年は2月24日にオンライン開催予定

また富山日本語教育推進会議が開催され
「富山県日本語教育の推進に関する基本的な方針」を策定予定



富山での外国人住民との多文化共生の地域づくりの例

・市民団体「Kodomotachi Hiroba」＆BRAVES

・市民団体「WELFARE SOCIAL SOCIETY TOYAMA 

JAPAN」
・市民団体「富山ネパール文化交流協会」
・一般社団法人「TMCとやまムスリムセンター」
・市民団体「富山日伯交流友の会」
・市民団体「富山日越交流会」
・多文化こどもサポートセンター
・NPO法人「アレッセ高岡」
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市民団体「富山日伯交流友の会」



市民団体「富山日越交流会」



多文化こどもサポートセンター



NPO法人アレッセ高岡
２０２２年度国際交流基金

地球市民賞受賞

学習支援に加えて、ライフコースを

見据えた多言語情報支援、多言語

学習動画制作プロジェクト、

市民性教育講座などの新しい

取り組みを始めている。

映画祭で
自分たちの作った
映画について
発表する外国に
ルーツを持つ
こどもたち





















県がwell-beingの政策形成プロセスを打ち出している今、
「多文化共生× well-being」で政策提言を出していくのが富山ではよいのではないか。

富山で外国人材を受け入れている経済団体・職域団体等が中心となって富山版のメンバーを編成
（そこに、行政やNPOが加わったマルチステークホルダープロセス）

・外国人材受け入れ企業が抱える課題
ex.エンジニアが家族帯同したくても、教育、生活etcで問題が多くてできない。
家族帯同して生活しやすい富山にどうしたらできるか、あらすじを
出して話し合い、うまくサイクルを作るための会議体にする。

– 単身・短期の労働力ではなく、家族とともに地域で暮らす人として外国人受け入れを見直す

– 日本語習得支援と多言語・異文化対応のできる人材の育成を、地域一丸で本気で取り組む。
絵に描いた餅にしない。→提言で終わりにしない！

コンパクトシティ富山なりのビジネスモデルを作る。
～大阪御堂筋とシャンゼリゼ通りのストリート繋がりのような富山版を

「地域の魅力」は外と比べてみることでたくさん発見がある！

– 地元の人の「あたりまえ」が、他の人からは「たからもの」になることがある

– 国内での比較に留まらず、海外からの評価を取り入れて富山の魅力を再発見する

地域の未来のための多文化共生へと視点を変え、外国人材とともに富山の魅力を拡げる！
さまざまな地域に人が住み、多様な産業とライフスタイルがつながり合うことで豊かな富山を形作っているように
多文化共生こそが富山のwell-beingに相応しい。高低差4000メートルのダイバーシティが富山！



ご清聴ありがとうございました！

ブログ「ダイバーシティとやま」な日々
多様な人の多様な生き方を綴っています。
現在223名掲載中
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